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雑がみもリサイクルできます！

「燃やせるごみ」に

　燃やせるごみの半分は、雑がみと言われています。小さな紙でも古紙類に区別すれば「資源」として再利

用できます。

？  「雑がみ」ってなに？

　新聞・雑誌・段ボール・紙パック以外のリサイクルできる紙類で

す。例えば、包装紙、紙の箱、ワイシャツなどの台紙などです。

？  どうやって出せばいいの？

　雑誌の間に挟むか、大きな紙袋に入れて紙ひもでしばりましょう。

？  どこに出せばいいの？

　子ども会、町内会など地域の団体が、資源回収で集めています。

■問合せ　建設整備課　☎ 47－8003

包装紙
紙の箱

捨てないで！

災害に備えて太陽光発電システム導入

　県の平成 28 年度再生可能エネルギー導入推進事業補助金を活用して、災害時に避難拠点となる南条保

健福祉センターと今庄中学校に、それぞれ太陽光発電 10kw とリチウムイオン蓄電池 16.5kw の太陽光

発電システムを導入しました。

　このシステムは、災害が起き停電となった場合でも、避難所として情報収集が可能となるように、パソ

コンやテレビ、夜間の照明、携帯電話の充電等、最低限の電力を確保するために活用されます。

　また平常時は、それぞれの施設の電力として活用されることになります。

■問合せ　総務課　☎ 47－8000

▲南条保健福祉センター ▲今庄中学校

束ねにくい紙

紙切れなどの小さいもの

➡古封筒に入れる

持ち手も紙製の
紙袋に入れる

束ねる


